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校
自
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評
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質
的
充
実　
へ　
の　
期
待

1

学　
校　
の　
自　
己　
評　
価　
の　
実　
施　
と　
結　
果　
の　
公　
表　
が　

幼　
・　
小　
・　
中　
・　
高　
校　
の　
設　
置　
基　
準　
に　
努　
力　
規　
定　
と　

し　
て　
設　
け　
ら　
れ　
、　
平　
成　
一　
四　
年　
四　
月　
一　
日　
よ　
り　
施　

行　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
文　
科　
省　
の　
調　
査　
に　
よ　
れ　
ば　
、　
平　

成　
一　
四　
年　
度　
間　
に　
自　
己　
評　
価　
の　
実　
施　
率　
は　
公　
立　
学　

校　
の　
八　
八　
・　
三　
％　
と　
な　
り　
、　
九　
割　
に　
近　
い　
。　
た　
だ　

校　
種　
別　
で　
は　
小　
学　
校　
（　
九　
五　
・　
六　
％　
）　
、　
中　
学　
校　

（　
九　
四　
・　
八　
％　
）　
が　
高　
い　
の　
に　
対　
し　
、　
高　
校　
（　
六　

九　
・　
〇　
％　
）　
、　
幼　
稚　
園　
（　
六　
一　
・　
八　
％　
）　
で　
は　
や　

や　
低　
く　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
外　
部　
評　
価　
の　
実　
施　
率　
は　
四　

四　
・　
一　
％　
に　
過　
ぎ　
な　
い　
。　
外　
部　
評　
価　
の　
実　
施　
者　
は　

保　
護　
者　
が　
最　
も　
多　
く　
（　
六　
七　
％　
）　
、　
続　
い　
て　
学　
校　

評　
議　
員　
（　
五　
二　
％　
）　
、　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
役　
員　
（　
四　
二　
％　
）　
、　

児　
童　
・　
生　
徒　
（　
三　
〇　
％　
）　
、　
地　
域　
住　
民　
（　
一　
六　
％　
）　

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

ま　
た　
自　
己　
評　
価　
の　
結　
果　
公　
表　
は　
自　
己　
評　
価　
実　
施　

校　
の　
四　
一　
・　
五　
％　
で　
あ　
り　
、　
学　
校　
と　
し　
て　
の　
防　
御　

性　
は　
い　
ま　
だ　
存　
在　
す　
る　
。　
自　
己　
評　
価　
の　
評　
価　
項　
目　

と　
し　
て　
は　
、　
「　
授　
業　
研　
究　
・　
改　
善　
」　
「　
学　
校　
行　
事　
」　

「　
学　
校　
経　
営　
」　「　
学　
年　
経　
営　
・　
学　
級　
経　
営　
」　「　
校　
内　
研　

修　
・　
研　
究　
」　
「　
生　
徒　
指　
導　
」　
の　
い　
ず　
れ　
の　
項　
目　
も　

九　
割　
を　
超　
え　
る　
が　
、　
各　
学　
校　
、　
地　
域　
に　
よ　
っ　
て　
は　

具　
体　
的　
評　
価　
項　
目　
（　
目　
標　
、　
方　
策　
な　
ど　
）　
、　
評　
価　

基　
準　
等　
の　
内　
実　
は　
差　
異　
が　
み　
ら　
れ　
、　
改　
善　
す　
べ　
き　

点
も
あ
ろ
う
。

戦　
後　
一　
九　
五　
一　
年　
の　
文　
部　
省　
試　
案　
に　
お　
い　
て　
も　

指　
摘　
し　
て　
あ　
っ　
た　
が　
、　
学　
校　
自　
己　
評　
価　
の　
基　
本　
的　

ス　
タ　
ン　
ス　
は　
次　
の　
点　
に　
あ　
る　
。　
学　
校　
評　
価　
＝　
学　
校　

批　
判　
で　
は　
な　
く　
、　
学　
校　
と　
地　
域　
の　
知　
力　
を　
双　
方　
向　

的　
に　
受　
け　
止　
め　
、　
そ　
の　
学　
校　
の　
教　
育　
を　
改　
善　
す　
る　

た　
め　
と　
い　
う　
一　
点　
に　
両　
者　
の　
気　
持　
ち　
が　
結　
集　
し　

て　
、　
信　
頼　
と　
友　
愛　
に　
満　
ち　
た　
立　
場　
で　
学　
校　
評　
価　
を　

発　
展　
的　
、　
建　
設　
的　
に　
活　
用　
す　
る　
姿　
勢　
が　
望　
ま　
れ　
て　

く　
る　
。　
こ　
の　
こ　
と　
は　
、　
評　
価　
の　
要　
領　
と　
し　
て　
、　
ア　

ラ　
探　
し　
を　
す　
る　
と　
か　
さ　
れ　
て　
い　
る　
気　
持　
ち　
が　
評　
価　

者　
、　
被　
評　
価　
者　
の　
気　
持　
ち　
に　
存　
在　
す　
る　
よ　
う　
で　
は　

失　
敗　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　
今　
日　
の　
学　
校　
評　
議　
員　
制　
に　
お　

い　
て　
も　
通　
用　
す　
る　
。　
し　
か　
も　
学　
校　
評　
価　
プ　
ロ　
セ　
ス　
、　

評　
価　
結　
果　
に　
対　
し　
て　
教　
職　
員　
の　
モ　
ラ　
ー　
ル　
（　
参　
加　

意　
欲　
）　
を　
高　
め　
る　
た　
め　
の　
管　
理　
職　
に　
よ　
る　
運　
用　
上　

の
配
慮
は
不
可
欠
で
あ
る
。

開　
か　
れ　
た　
学　
校　
自　
己　
評　
価　
を　
構　
築　
す　
る　
上　
で　
、　

さ　
ら　
に　
以　
下　
の　
三　
つ　
の　
視　
点　
を　
示　
し　
て　
お　
き　
た　

い
。第　

一　
に　
、　
教　
職　
員　
に　
よ　
る　
協　
働　
性　
と　
創　
造　
性　
の　

視　
点　
で　
あ　
る　
。　
内　
に　
開　
か　
れ　
た　
学　
校　
文　
化　
の　
基　
点　

に　
立　
ち　
、　
校　
長　
の　
支　
援　
的　
か　
つ　
変　
革　
的　
リ　
ー　
ダ　
ー　

シ　
ッ　
プ　
と　
全　
教　
職　
員　
に　
よ　
る　
共　
通　
認　
識　
の　
も　
と　
、　

具　
体　
的　
ビ　
ジ　
ョ　
ン　
と　
ミ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
に　
裏　
付　
け　
ら　
れ　

た　
学　
校　
教　
育　
目　
標　
の　
達　
成　
を　
め　
ざ　
し　
て　
学　
校　
組　
織　

と　
教　
育　
活　
動　
を　
活　
性　
化　
す　
る　
こ　
と　
が　
期　
待　
さ　
れ　

る
。第　

二　
に　
、　
民　
主　
的　
市　
場　
性　
、　
地　
域　
と　
の　
一　
体　
性　

へ　
の　
視　
点　
で　
あ　
る　
。　
自　
己　
の　
教　
育　
を　
自　
己　
点　
検　
・　

評　
価　
し　
、　
公　
開　
し　
、　
か　
つ　
日　
頃　
か　
ら　
学　
校　
の　
情　
報　

に　
対　
す　
る　
オ　
ー　
プ　
ン　
ネ　
ス　
を　
高　
め　
る　
こ　
と　
に　
よ　

り　
、　
保　
護　
者　
や　
地　
域　
社　
会　
と　
一　
体　
と　
な　
っ　
て　
学　
校　

教　
育　
の　
あ　
り　
方　
や　
家　
庭　
・　
地　
域　
社　
会　
の　
役　
割　
を　
考　

え
る
方
途
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

第　
三　
に　
、　
行　
政　
か　
ら　
の　
支　
援　
性　
構　
築　
の　
視　
点　
で　

あ　
る　
。　
学　
校　
教　
育　
改　
善　
の　
た　
め　
の　
課　
題　
を　
明　
確　
に　

す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
教　
育　
行　
政　
に　
よ　
る　
人　
的　
、　
物　

的　
条　
件　
整　
備　
も　
包　
含　
し　
た　
課　
題　
を　
把　
握　
す　
る　
こ　
と　

も　
行　
政　
側　
の　
ア　
カ　
ウ　
ン　
タ　
ビ　
リ　
テ　
ィ　
な　
の　
で　
あ　

る　
。　
自　
己　
評　
価　
の　
義　
務　
付　
け　
規　
定　
が　
一　
二　
都　
県　
で　

設　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
手　
引　
書　
作　
成　
、　
研　
修　
等　
を　

含　
め　
た　
配　
慮　
が　
包　
含　
さ　
れ　
て　
い　
な　
く　
て　
は　
な　
ら　
な　

学
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い
。ま　

ず　
基　
本　
的　
な　
ね　
ら　
い　
と　
し　
て　
、　
自　
己　
評　
価　
を　

進　
め　
る　
に　
あ　
た　
り　
、　
中　
核　
的　
な　
役　
割　
を　
担　
う　
組　
織　

と　
し　
て　
こ　
の　
調　
査　
結　
果　
が　
示　
す　
よ　
う　
に　
既　
存　
の　
校　

内　
組　
織　
が　
担　
当　
（　
七　
五　
％　
）　
し　
て　
も　
よ　
い　
が　
、　
新　

た　
な　
学　
校　
評　
価　
委　
員　
会　
を　
設　
置　
す　
る　
こ　
と　
も　
求　
め　

ら　
れ　
る　
。　
実　
施　
時　
期　
に　
つ　
い　
て　
も　
実　
施　
校　
で　
は　
年　

度　
末　
の　
み　
（　
四　
四　
％　
）　
か　
各　
学　
期　
末　
（　
年　
間　
二　
ま　

た　
は　
三　
回　
、　
五　
二　
％　
）　
で　
あ　
る　
が　
、　
学　
期　
の　
途　
中　

で　
随　
時　
弾　
力　
的　
に　
行　
う　
こ　
と　
も　
必　
要　
と　
な　
る　
。　
自　

己　
評　
価　
を　
行　
う　
た　
め　
の　
組　
織　
編　
成　
と　
実　
施　
の　
フ　
ロ　

ー
図
を
作
成
す
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。

学　
校　
評　
価　
票　
を　
作　
成　
し　
て　
実　
施　
さ　
れ　
て　
い　
る　

が　
、　
筆　
者　
が　
全　
国　
の　
先　
駆　
的　
な　
学　
校　
評　
価　
実　
例　
を　

分　
析　
し　
た　
際　
、　
外　
部　
評　
価　
の　
導　
入　
と　
と　
も　
に　
地　
域　

の　
ニ　
ー　
ズ　
に　
応　
え　
る　
、　
あ　
る　
い　
は　
日　
頃　
学　
校　
教　
育　

活　
動　
を　
通　
し　
て　
身　
近　
に　
直　
面　
す　
る　
明　
瞭　
な　
評　
価　
項　

目
（
評
価
表
）
の
設
定
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

こ　
の　
こ　
と　
は　
、　
今　
後　
実　
施　
率　
九　
〇　
％　
の　
自　
己　
評　

価　
の　
み　
な　
ら　
ず　
実　
施　
率　
の　
低　
い　
外　
部　
評　
価　
実　
施　
に　

向
け
て
以
下
の
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第　
一　
に　
、　
前　
回　
の　
評　
価　
結　
果　
を　
十　
分　
フ　
ィ　
ー　
ド　

バ　
ッ　
ク　
し　
た　
上　
で　
、　
学　
校　
の　
教　
育　
目　
標　
や　
教　
育　
方　

針　
と　
、　
そ　
れ　
を　
具　
体　
化　
す　
る　
た　
め　
の　
組　
織　
運　
営　
、　

校　
務　
分　
掌　
等　
を　
ふ　
ま　
え　
、　
個　
々　
の　
領　
域　
や　
分　
掌　
の　

有　
機　
的　
な　
連　
携　
と　
し　
て　
評　
価　
さ　
れ　
る　
項　
目　
、　
基　
準　

で　
あ　
る　
か　
ど　
う　
か　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
も　
、　
全　
般　
的　
・　

一　
般　
的　
な　
内　
容　
と　
、　
必　
要　
に　
よ　
っ　
て　
は　
地　
域　
性　
を　

ふ　
ま　
え　
た　
内　
容　
を　
取　
り　
入　
れ　
た　
具　
体　
的　
評　
価　
項　
目　

と　
な　
っ　
て　
い　
る　
か　
も　
重　
要　
と　
な　
る　
。　
分　
野　
別　
、　
機　

能　
別　
、　
課　
題　
別　
に　
焦　
点　
化　
し　
分　
化　
し　
た　
自　
己　
評　
価　

（　
た　
と　
え　
ば　
、　
教　
職　
員　
間　
の　
組　
織　
文　
化　
、　
指　
導　
者　

層　
の　
リ　
ー　
ダ　
ー　
シ　
ッ　
プ　
、　
組　
織　
マ　
ネ　
ジ　
メ　
ン　
ト　
、　

教
育
病
理
な
ど
）
も
望
ま
れ
て
く
る
。

第　
二　
に　
、　
各　
学　
校　
の　
実　
情　
に　
応　
じ　
た　
適　
合　
で　
き　

る　
、　
機　
動　
性　
の　
あ　
る　
弾　
力　
的　
な　
評　
価　
項　
目　
、　
評　
価　

方　
法　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
か　
ど　
う　
か　
。　
し　
か　
も　
評　
価　
項　

目　
や　
実　
施　
方　
法　
の　
策　
定　
に　
当　
た　
っ　
て　
は　
、　
平　
易　
性　
、　

利　
便　
性　
、　
経　
済　
性　
、　
有　
効　
性　
等　
を　
考　
慮　
し　
、　
し　
か　

も　
で　
き　
る　
限　
り　
、　
評　
価　
者　
の　
視　
点　
に　
立　
っ　
た　
利　
用　

し　
や　
す　
い　
も　
の　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
か　
ど　
う　
か　
で　
あ　

る　
。　
し　
か　
も　
評　
価　
を　
蓄　
積　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　

よ　
り　
実　
態　
に　
整　
合　
し　
、　
客　
観　
的　
な　
評　
価　
基　
準　
と　
な　

る
よ
う
な
工
夫
も
求
め
ら
れ
る
。

第　
三　
に　
、　
学　
校　
内　
の　
教　
職　
員　
に　
よ　
る　
自　
己　
評　
価　

の　
み　
な　
ら　
ず　
、　
外　
部　
の　
保　
護　
者　
、　
児　
童　
・　
生　
徒　
、　

地　
域　
住　
民　
、　
学　
校　
評　
議　
員　
、　
学　
校　
相　
互　
間　
、　
専　
門　

的　
立　
場　
の　
人　
に　
よ　
る　
外　
部　
評　
価　
と　
の　
比　
較　
を　
も　
考　

慮　
に　
入　
れ　
て　
い　
る　
か　
ど　
う　
か　
で　
あ　
る　
。　
と　
り　
わ　
け　
、　

本　
調　
査　
で　
実　
施　
率　
が　
低　
か　
っ　
た　
児　
童　
・　
生　
徒　
の　
声　

を　
聞　
い　
て　
み　
る　
ス　
ピ　
リ　
ッ　
ト　
は　
不　
可　
欠　
で　
あ　
る　
。　

特　
に　
授　
業　
評　
価　
（　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
）　
に　
お　
い　
て　
、　
マ　

ン　
ネ　
リ　
化　
し　
な　
い　
よ　
う　
に　
内　
容　
・　
表　
記　
上　
の　
工　

夫　
・　
改　
善　
の　
検　
討　
は　
求　
め　
ら　
れ　
る　
も　
の　
の　
、　
教　
師　

側　
と　
児　
童　
・　
生　
徒　
側　
の　
共　
に　
授　
業　
を　
創　
り　
出　
す　
一　

体　
感　
、　
信　
頼　
感　
は　
大　
切　
で　
あ　
る　
。　
一　
方　
的　
な　
子　
ど　

も　
の　
と　
ら　
え　
方　
を　
し　
て　
い　
た　
教　
員　
も　
授　
業　
評　
価　
表　

を　
活　
用　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
子　
ど　
も　
の　
〝　
よ　
さ　
〞　
の　

発
見
に
出
合
う
の
で
あ
る
。

第　
四　
に　
、　
今　
後　
一　
番　
期　
待　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
は　
、　

ポ　
ジ　
テ　
ィ　
ブ　
な　
ビ　
ジ　
ョ　
ン　
で　
ス　
テ　
ー　
ク　
ホ　
ル　
ダ　
ー　

（　
利　
害　
関　
係　
者　
）　
に　
応　
え　
る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
こ　
れ　

か　
ら　
の　
自　
己　
評　
価　
に　
お　
い　
て　
、　
Ｐ　
―　
Ｄ　
―　
Ｃ　
―　
Ａ　

の　
マ　
ネ　
ジ　
メ　
ン　
ト　
サ　
イ　
ク　
ル　
の　
い　
ず　
れ　
の　
プ　
ロ　
セ　

ス　
も　
無　
視　
で　
き　
な　
い　
が　
、　
評　
価　
結　
果　
を　
ふ　
ま　
え　
て　

学　
校　
と　
し　
て　
問　
題　
提　
起　
し　
つ　
つ　
、　
学　
校　
改　
善　
の　
た　

め　
の　
個　
性　
的　
ビ　
ジ　
ョ　
ン　
を　
ど　
う　
実　
行　
性　
の　
伴　
う　
ア　

ク　
シ　
ョ　
ン　
（　
Ａ　
）　
と　
し　
て　
と　
ら　
え　
る　
か　
が　
重　
要　
で　

あ　
る　
。　
自　
己　
評　
価　
の　
内　
実　
化　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
お　
い　
て　
、　

中　
期　
、　
短　
期　
目　
標　
を　
定　
め　
、　
し　
か　
も　
そ　
の　
達　
成　
の　

た　
め　
の　
計　
画　
、　
具　
体　
的　
な　
評　
価　
項　
目　
と　
し　
て　
数　
値　

目　
標　
、　
指　
標　
を　
導　
入　
す　
る　
こ　
と　
も　
試　
み　
ら　
れ　
て　
よ　

い
で
あ
ろ
う
。

保　
護　
者　
、　
地　
域　
の　
人　
は　
ま　
さ　
に　
〝　
行　
動　
〞　
を　
望　

ん　
で　
い　
る　
。　
信　
頼　
関　
係　
構　
築　
の　
原　
点　
で　
あ　
る　
。　
こ　

の　
こ　
と　
は　
、　
学　
校　
の　
す　
ぐ　
れ　
て　
い　
る　
点　
、　
教　
職　
員　

の　
努　
力　
し　
て　
い　
る　
姿　
勢　
な　
ど　
を　
説　
明　
す　
る　
た　
め　
情　

報　
提　
供　
を　
促　
進　
し　
た　
り　
学　
校　
評　
議　
員　
制　
を　
活　
用　
し　

た　
り　
、　
一　
年　
間　
の　
授　
業　
公　
開　
な　
ど　
の　
成　
果　
を　
自　

己　
・　
外　
部　
評　
価　
に　
反　
映　
さ　
せ　
た　
り　
す　
る　
こ　
と　
も　
学　

校　
教　
育　
の　
ク　
オ　
リ　
テ　
ィ　
向　
上　
に　
つ　
な　
が　
る　
ス　
ト　
ラ　

テ
ジ
ー
で
あ
る
。

第2特集
学校の自己評価・点検を問う

学　
校　
自　
己　
評　
価　
へ　
の　
さ　
ら　
な　
る　
課　
題　

（　
参　
考　
文　
献　
）　
八　
尾　
坂　
修　
『　
現　
代　
の　
教　
育　
改　
革　
と　
学　
校　
の　
自　

己　
評　
価　
』　
ぎ　
ょ　
う　
せ　
い　
、　
二　
〇　
〇　
二　
年　
（　
三　
版　
）　。　
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